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Ⅰ我
が
国
に
お
け
る
探
偵
小
説
の
第
一
人
者
と
い
え
ば
江
戸
川
乱
歩

で
あ
る
、
と
言
っ
て
も
批
判
は
無
い
だ
ろ
う
。
事
実
、
乱
歩
は
数
多

く
の
探
偵
小
説
を
発
表
し
、
数
多
く
の
読
者
を
魅
了
し
た
。
そ
ん
な

乱
歩
に
つ
い
て
は
現
在
ま
で
に
こ
れ
も
ま
た
数
多
く
の
論
文
、
書
物

が
存
在
し
、
広
く
研
究
さ
れ
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
乱
歩
が
整
理
魔

と
も
い
え
る
性
格
の
持
ち
主
で
、
そ
の
最
た
る
象
徴
と
言
え
る
『
貼

雑
年
譜
』
の
存
在
に
つ
い
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
の

『
貼
雑
年
譜
』
は
乱
歩
が
自
ら
の
身
辺
に
つ
い
て
新
聞
、
雑
誌
記
事
、

書
簡
、
原
稿
、
写
真
な
ど
を
ま
と
め
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク
で
あ

り
、
乱
歩
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
重
要
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
他
作
家
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
こ
の
『
貼
雑
年
譜
』
で
確
認

出
来
る
。
交
際
範
囲
の
広
か
っ
た
乱
歩
は
、
自
身
と
同
じ
く
豊
島
区

に
住
ん
で
い
る
作
家
と
も
交
流
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
大
下
宇
陀

児
な
ど
、
既
に
そ
の
交
流
が
判
明
し
て
い
る
作
家
の
他
に
、
山
手
樹

一
郎
な
ど
の
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
作
家
と
の
交
流

も
あ
っ
た
。
か
つ
て
時
代
小
説
家
と
し
て
多
く
の
読
者
か
ら
支
持
さ

れ
、
貸
本
業
界
で
も
ま
た
す
さ
ま
じ
い
人
気
を
博
し
な
が
ら
も
、
現

在
で
は
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
山
手
。
し
か
し
乱
歩
と
の
交
流
、
ま

た
二
人
が
名
を
連
ね
て
い
た
豊
島
文
人
会
に
つ
い
て
は
、
件
の
『
貼

雑
年
譜
』
に
よ
っ
て
そ
の
一
部
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

『
貼
雑
年
譜
』
は
現
在
九
巻
の
う
ち
二
巻
ま
で
し
か
復
刻
さ
れ
て
い

な
い
。
よ
っ
て
一
般
に
は
そ
の
後
の
巻
は
見
ら
れ
な
い
が
、
今
回
立

『
貼
雑
年
譜
』
に
見
る
江
戸
川
乱
歩
と
山
手
樹
一
郎
の
交
流

影

山

　

亮
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教
大
学
江
戸
川
乱
歩
記
念
大
衆
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
、『
貼
雑
年
譜
』
の
三
巻
か
ら
九
巻
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
そ

れ
に
よ
っ
て
乱
歩
と
山
手
の
交
流
、
ま
た
「
豊
島
文
人
会
」
に
つ
い

て
の
重
要
な
資
料
を
発
掘
し
、
そ
の
研
究
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
と
す
る
。

Ⅱ『
貼
雑
年
譜
』
に
つ
い
て
乱
歩
の
ご
子
息
の
平
井
隆
太
郎
氏
は
、

父
が
暇
つ
ぶ
し
か
ウ
サ
晴
ら
し
か
で
手
を
着
け
た
の
が
、
写

経
と
自
伝
資
料
の
整
理
で
あ
っ
た
。（
略
）
自
伝
資
料
の
方
は
、

貼
雑
年
譜
と
表
題
し
、
手
作
り
の
製
本
で
、
不
要
に
な
っ
た
祖

母
き
く
の
帯
地
で
表
装
し
た
も
の
で
あ
る
。
自
分
の
生
誕
以
来

の
資
料
を
貼
り
こ
み
、
詳
細
な
解
説
が
加
え
て
あ
る
。
タ
テ
三

十
セ
ン
チ
、
ヨ
コ
四
十
四
セ
ン
チ
の
ハ
ト
ロ
ン
紙
で
横
開
き
百

七
十
頁
ほ
ど
を
一
冊
と
し
、
終
戦
ま
で
の
分
で
三
冊
、
戦
後
は

多
忙
に
な
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
作
業
を
つ
づ
け
、
昭
和
三
十
七

年
ま
で
の
分
六
冊
を
完
成
し
て
い
る

１ 

と
解
説
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
作
成
経
緯
に
つ
い
て
乱
歩
自
身
は

『
貼
雑
年
譜
』
の
「
序
」
に
お
い
て
、

時
局
の
た
め
文
筆
生
活
が
殆
ん
ど
不
可
能
と
な
つ
た
の
で
暫

く
休
養
す
る
事
に
し
た
。
そ
の
徒
然
に
ふ
と
こ
の
貼
雑
帖
を
拵

へ
て
置
く
こ
と
を
思
ひ
立
つ
た
。
探
偵
小
説
を
書
き
出
し
て
以

来
折
に
ふ
れ
て
切
取
つ
て
順
序
も
な
く
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク

に
貼
り
つ
け
て
置
い
た
印
刷
物
な
ど
を
年
代
順
に
整
理
し
、
そ

の
他
の
古
手
紙
、
文
反
古
の
類
な
ど
を
も
あ
さ
つ
て
、
ご
く
大

略
な
が
ら
私
の
過
去
を
描
ひ
て
見
た

と
書
い
て
お
り
、「
昭
和
一
六
年
四
月
初
旬
」
と
結
ん
で
あ
る
。「
時

局
の
た
め
」
と
い
う
の
は
、
言
わ
ず
も
が
な
戦
争
へ
と
向
う
世
の
中

で
は
検
閲
が
厳
し
く
、
探
偵
小
説
が
書
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
を
指

し
て
い
る
。
乱
歩
は
戦
時
中
多
く
の
作
品
の
一
部
削
除
を
命
じ
ら

れ
、「
芋
虫
」
に
い
た
っ
て
は
昭
和
一
四
年
三
月
三
一
日
に
全
篇
の
削

除
を
命
じ
ら
れ
た
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
乱
歩
は
探
偵
小
説
の

筆
を
一
旦
置
き
、『
貼
雑
年
譜
』
の
作
成
に
取
り
か
か
っ
た
。
元
来
の

整
理
魔
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
戦
後
、
探
偵
小
説
の
執
筆
を
再
開
し

た
後
も
『
貼
雑
年
譜
』
の
作
成
は
続
い
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
二
七

年
か
ら
昭
和
三
年
の
一
巻
か
ら
昭
和
三
七
年
の
全
九
巻
と
い
う
膨
大

な
量
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ブ
ッ
ク
と
な
っ
た
。

そ
ん
な
乱
歩
が
昭
和
九
年
か
ら
昭
和
四
〇
年
に
そ
の
生
涯
を
終
え

る
ま
で
、
豊
島
区
池
袋
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
ま
た
有
名
で
あ
る
。
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終
の
棲
家
と
な
っ
た
地
で
乱
歩
は
、
町
内
会
の
役
員
を
務
め
る
な

ど
、
池
袋
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
作
家
で
あ
っ
た
。
同
じ
頃
豊

島
区
に
は
推
理
作
家
の
大
下
宇
陀
児
や
、
か
つ
て
豊
島
区
に
あ
っ
た

映
画
館
「
人
世
坐
」
や
「
文
芸
坐
」
の
経
営
に
携
わ
り
、
サ
ン
カ
文

学
で
も
有
名
な
三
角
寛
な
ど
多
く
の
文
人
が
住
ん
で
い
た
。
そ
の
中

に
は
当
時
の
読
者
か
ら
絶
大
な
人
気
を
博
し
な
が
ら
、
現
在
で
は
忘

れ
去
ら
れ
た
流
行
作
家
の
一
人
と
い
う
感
が
あ
る
、
山
手
樹
一
郎
と

い
う
時
代
小
説
家
も
い
た
。

Ⅲ山
手
樹
一
郎
（
本
名
、
井
口
長
次
）
は
、
大
正
八
年
よ
り
編
集
業

に
従
事
し
、
昭
和
二
年
に
博
文
館
に
入
社
。
こ
こ
で
は
児
童
雑
誌

『
少
年
少
女
譚
海
』
の
編
集
長
と
し
て
山
本
周
五
郎
や
、
村
上
元
三
ら

多
く
の
作
家
を
鍛
え
て
い
た
。
ま
た
自
身
も
編
集
業
の
傍
ら
、
井
口

長
二
の
筆
名
で
著
作
を
発
表
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
昭
和
一
四
年
九

月
を
も
っ
て
博
文
館
を
退
社
し
て
職
業
作
家
と
な
り
、「
桃
太
郎
侍
」

（
昭
和
一
四
年
、『
岡
山
合
同
新
聞
』、
合
同
新
聞
社
）
や
「
夢
介
千
両

み
や
げ
」（
昭
和
二
三
年
、『
読
物
と
講
談
』、
公
友
社
）
な
ど
の
時
代

小
説
を
数
多
く
発
表
し
、
人
気
を
博
す
。
毎
日
新
聞
社
刊
の
『
読
書

世
論
調
査
』
に
よ
る
と
昭
和
二
七
年
か
ら
昭
和
三
九
年
に
か
け
て
、

「
あ
な
た
の
好
む
著
者
、
執
筆
者
は
誰
で
す
か
」
と
い
う
質
問
の
回
答

に
、
山
手
の
名
前
が
毎
年
二
〇
位
以
内
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。

昭
和
三
四
年
に
は
全
体
で
八
位
、
男
性
票
で
五
位
、
女
性
票
で
一
一

位
と
い
う
程
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
人
気
は
貸
本
界
で
も
凄
ま
じ
か
っ
た
。
藤
井
淑
禎
氏
は

『
高
度
成
長
期
に
愛
さ
れ
た
本
た
ち
』（
平
成
二
一
年
一
二
月
、
岩
波

書
店
）
に
お
い
て
、
高
度
成
長
期
に
お
け
る
山
手
樹
一
郎
の
人
気
ぶ

り
を
当
時
の
貸
本
屋
の
詳
細
な
調
査
と
と
も
に
論
じ
、「
貸
本
界
の

帝
王
」
と
称
し
て
い
る
。
藤
井
論
が
引
用
し
て
い
る
資
料
は
、
山
手

樹
一
郎
の
著
作
の
人
気
が
貸
本
界
か
ら
も
う
か
が
え
る
最
適
な
資
料

な
の
で
、
本
稿
で
も
引
用
す
る
。
芳
井
先
一
氏
の
「
貸
本
屋
調
査
か

ら
―
公
共
図
書
館
と
民
衆
を
結
ぶ
も
の
―
」（『
図
書
館
雑
誌
』
昭
和

三
一
年
六
月
、
日
本
図
書
館
協
会
）
内
で
「
人
気
作
家
・
読
ま
れ
る

本
」
と
い
う
調
査
結
果
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

蔵
書
構
成
は
そ
の
地
域
の
利
用
者
の
要
求
に
よ
っ
て
き
ま

る
。
勿
論
山
手
樹
一
郎
の
作
品
は
ど
ん
な
も
の
で
も
、
と
い
う

共
通
し
た
も
の
も
あ
っ
て
、
中
は
お
お
む
ね
限
定
さ
れ
る
。

（
略
）
ど
の
貸
本
屋
で
も
一
位
山
手
樹
一
郎
、
二
位
中
野
実
で
、

三
位
か
ら
は
遊
興
街
を
除
い
て
、
江
戸
川
乱
歩
、
富
田
常
雄
、

横
溝
正
史
、
吉
川
英
治
、
源
氏
鶏
太
の
順
序
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と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
社
会
心
理
研
究
所
「
大
衆
文
学
の
読
ま
れ
方

―
貸
本
屋
の
調
査
か
ら
―
」（『
文
学
』
昭
和
三
二
年
一
二
月
、
岩
波

書
店
）
に
よ
れ
ば
、
貸
本
屋
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、「
好
き

な
作
家
」
と
い
う
項
目
で
夏
目
漱
石
、
江
戸
川
乱
歩
、
山
手
樹
一
郎

の
順
で
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
山
手
が

時
代
小
説
家
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
博
し
て
い
た
作
家
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
ん
な
山
手
も
ま
た
豊
島
区
の
住
人
で
あ
っ
た
。

私
が
い
ま
の
要
町
に
移
っ
た
の
は
、
当
時
ま
だ
長
崎
村
北
荒

井
と
い
わ
れ
て
い
た
大
正
十
三
年
の
五
月
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ

の
前
年
の
関
東
大
震
災
の
年
の
十
二
月
に
、
父
が
昔
流
に
い
え

ば
四
十
九
で
脳
溢
血
に
か
か
っ
て
床
に
つ
い
て
い
た
の
で
、
そ

れ
ま
で
い
た
官
舎
を
あ
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
思
い
も
か
け
な

い
池
袋
の
奥
の
麦
畑
の
真
ん
中
へ
、
小
さ
い
家
を
た
て
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
る

２ 

と
あ
る
よ
う
に
出
身
は
栃
木
県
で
あ
る
が
、
大
正
一
三
年
に
東
京
府

北
豊
島
郡
長
崎
村
字
北
荒
井
（
現
豊
島
区
要
町
）
へ
転
居
し
、
逝
去

す
る
ま
で
同
地
に
住
ん
で
い
た
。
こ
の
地
で
山
手
は
、
数
多
く
の
著

作
を
執
筆
し
て
い
た

3 
。
こ
れ
ま
で
同
じ
豊
島
区
に
住
ん
で
い
た
乱

歩
と
山
手
の
交
流
に
関
し
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
言
及
も

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
『
貼
雑
年
譜
』
を
見
る
こ
と
で
二
人

の
交
流
、
さ
ら
に
は
先
に
挙
げ
た
大
下
宇
陀
児
や
三
角
寛
な
ど
、
他

の
豊
島
区
に
住
む
文
人
た
ち
も
所
属
し
て
い
た
「
豊
島
文
人
会
」
な

る
も
の
が
浮
き
上
が
っ
て
き
た

4 
。

Ⅳ乱
歩
と
山
手
の
交
流
は
、
二
人
が
所
属
し
て
い
た
捕
物
作
家
ク
ラ

ブ
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
ク
ラ
ブ
は
昭
和
二
四
年
に
発
足
し
た
。
お
そ

ら
く
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
「
捕
物
ま
つ
り
」
で
配
布

さ
れ
た
式
次
第
に
、
付
記
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
佐
々
木
杜
太
郎

「
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
由
来
記
」（
昭
和
二
五
年
一
二
月
）
に
よ
る
と
、

ち
ょ
つ
と
世
界
に
類
例
の
な
い
珍
し
い
名
前
の
捕
物
作
家
ク

ラ
ブ
は
、
発
起
人
野
村
胡
堂
、
土
師
清
二
、
角
田
喜
久
雄
、
山

岡
荘
八
、
山
手
樹
一
郎
、
納
言
恭
平
（
逝
去
）、
横
溝
正
史
、
城

昌
幸
、
村
上
元
三
、
大
林
清
、
松
波
治
郎
、
藤
間
哲
夫
諸
氏
ら

の
呼
び
か
け
で
、
昭
和
二
十
四
年
七
月
七
日
涼
風
薫
る
稲
田
登

戸
の
紀
伊
国
屋
料
亭
で
、
牽
牛
織
女
の
一
年
一
度
の
邂
合
に
ち

な
ん
だ
恋
愛
（
鯉
鮎
）
料
理
を
つ
つ
き
な
が
ら
、
和
気
靄
靄
裡

に
発
会
式
を
挙
げ
た
。
も
と
は
人
形
佐
七
捕
物
帳
の
作
者
横
溝
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正
史
氏
と
、
当
時
小
説
の
泉
編
集
長
藤
間
哲
夫
氏
が
酒
興
の
話

題
か
ら
発
展
し
て
、
さ
ら
に
探
偵
作
家
ク
ラ
ブ
会
長
江
戸
川
乱

歩
氏
が
、
大
い
な
る
火
つ
け
役
と
な
つ
て
、
捕
物
小
説
の
元
老

野
村
胡
堂
氏
を
焚
き
つ
け
あ
ふ
つ
た
の
で
、
た
ち
ま
ち
、
茲
に

捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
な
る
、
作
家
、
画
家
、
芸
能
家
、
出
版
関
係

者
を
ふ
く
め
た
懇
親
的
な
ク
ラ
ブ
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
つ
た

次
第
で
あ
る
（
図
１
）

と
あ
る
。
こ
の
文
章
と
式
次
第
は
共
に
『
貼
雑
年
譜
』
四
巻
に
貼
ら

れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
は
後
年
、
日
本
作
家
ク
ラ

ブ
に
形
を
変
え
て
お
り
、
山
手
は
昭
和
三
九
年
八
月
に
同
会
の
会
長

に
就
任
し
て
い
る
。

さ
て
同
じ
ペ
ー
ジ
に
昭
和
二
五
年
一
一
月
二
五
日
付
『
豊
島
新

聞
』（
豊
島
新
聞
社
）
の
「
乱
歩
大
い
に
う
た
う　

豊
島
文
人
懇
談

会
」
と
い
う
記
事
も
貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

豊
島
文
人
懇
談
会
は
江
戸
川
乱
歩
、
原
久
一
郎
、
大
下
宇
陀

児
、
三
角
寛
、
山
手
樹
一
郎
、
春
山
行
夫
、
瀬
川
駿
、
阿
部
静

枝
、
花
岡
謙
二
、
竹
内
雷
男
氏
等
の
世
話
人
の
名
で
約
四
十
名

の
文
芸
家
に
案
内
状
を
出
さ
れ
︙
（
略
）
な
お
豊
島
文
芸
家
を

打
っ
て
一
丸
と
す
る
豊
島
文
人
会
（
仮
称
）
結
成
へ
と
同
会
は

一
歩
前
進
す
る
こ
と
を
申
合
せ
て
十
時
散
会
し
た
（
図
２
）

と
あ
る
。
乱
歩
と
山
手
以
外
の
面
々
も
豊
島
区
在
住
、
も
し
く
は
か

つ
て
豊
島
区
に
住
ん
で
い
た
作
家
、
政
治
家
た
ち
で
あ
る
。
ま
た
四

巻
の
違
う
ペ
ー
ジ
に
は
「
豊
島
区
在
住
作
家
忘
年
会
」
の
広
告
が
貼

ら
れ
て
い
る
（
図
３
）。
こ
こ
に
も
乱
歩
と
山
手
が
名
前
を
連
ね
て
い

る
。
こ
の
忘
年
会
も
ま
た
「
豊
島
文
人
会
」
の
前
身
の
会
合
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
豊
島
文
人
懇
談
会
」
→
「
豊
島
区
在
住
作
家

忘
年
会
」
と
形
を
変
え
な
が
ら
、
昭
和
二
七
年
に
「
豊
島
文
人
会
」

が
結
成
さ
れ
る

5 
。
こ
の
記
事
以
外
に
も
『
貼
雑
年
譜
』
六
巻
に
は

昭
和
三
一
年
一
月
二
二
日
付
『
豊
島
新
聞
』、
昭
和
三
二
年
一
月
二
七

日
付
『
豊
島
新
聞
』
の
記
事
が
貼
ら
れ
て
お
り
、「
豊
島
文
人
会
」
の

模
様
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。
ち
な
み
に
乱
歩
は
、「
わ
が
故

郷
は
池
袋
」（『
今
週
の
池
袋
』
昭
和
三
四
年
六
月
）
に
お
い
て

こ
の
辺
に
は
文
士
と
か
画
家
、
彫
刻
家
な
ど
が
多
く
住
ん
で

い
る
。
最
近
は
だ
ん
だ
ん
減
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
れ
で

も
豊
島
区
に
住
ん
で
い
る
人
達
で
文
士
会
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
と
き
ど
き
集
ま
る
け
れ
ど
も
、
山
手
樹
一
郎
、
春
山
行
夫
、

大
下
宇
陀
児
な
ど
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
だ
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と
書
い
て
お
り
、「
文
士
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
。
し
か
し
そ

れ
以
外
で
は
「
文
人
」
と
い
う
語
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、「
豊
島
文

人
会
」
が
正
し
い
と
思
わ
れ
る
。

『
貼
雑
年
譜
』
に
は
「
豊
島
文
人
会
」
以
外
に
も
、
乱
歩
と
山
手
の

交
流
が
う
か
が
え
る
資
料
が
あ
る
。
そ
れ
は
六
巻
に
あ
る
昭
和
三
二

年
五
月
一
九
日
付
と
、
七
巻
に
あ
る
昭
和
三
三
年
五
月
一
九
日
付

『
豊
島
新
聞
』
の
記
事
だ
（
図
５
・
６
）。
こ
の
記
事
は
前
年
度
に
お

け
る
豊
島
区
の
高
額
所
得
番
付
を
伝
え
て
い
る
。
前
者
の
記
事
で

は
、「
昭
和
三
一
年
度
の
申
告
所
得
額
に
お
け
る
豊
島
区
の
番
付
が

発
表
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
昨
年
に
引
き
続
い
て
ト
ッ
プ
は
作
家

の
山
手
樹
一
郎
（
本
名
井
口
長
次
）
氏
︙
」
と
あ
り
、「
一
八
〇
一
万

井
口
長
次
（
要
町
一
の
四
七
）」
と
い
う
箇
所
に
傍
線
が
引
い
て
あ

る
。
後
者
の
記
事
で
は
、「
二
位
は
捕
物
帖
で
名
じ
み
の
深
い
小
説
家

山
手
樹
一
郎
氏
（
本
名
井
口
長
次
氏
）
の
二
千
百
一
万
円
」
と
い
う

箇
所
に
同
じ
よ
う
に
傍
線
が
引
い
て
あ
る
。
こ
の
傍
線
は
お
そ
ら
く

乱
歩
が
引
い
た
も
の
だ
ろ
う
。
自
分
の
名
前
や
他
の
作
家
に
も
引
い

て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
傍
線
は
乱
歩
が
親
交
の
あ
る

人
物
の
名
前
に
引
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ま
た
同
じ
豊

島
区
に
住
む
乱
歩
と
山
手
に
交
流
が
あ
っ
た
と
い
う
興
味
深
い
資
料

の
一
つ
で
あ
る
。

Ⅴこ
れ
ま
で
紹
介
し
て
き
た
資
料
の
他
に
も
『
貼
雑
年
譜
』
に
は
、

山
手
が
発
起
人
の
一
人
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
る
昭
和
二
九
年
一

〇
月
三
〇
日
に
東
京
会
館
で
行
わ
れ
た
乱
歩
の
還
暦
祝
賀
会
の
案
内

状
や
、
前
述
し
た
捕
物
作
家
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た
遠
山
金
四
郎
百
年

祭
の
式
次
第
な
ど
も
貼
っ
て
あ
る
。

ま
た
乱
歩
と
山
手
の
交
流
は
、
作
品
に
も
そ
の
一
端
を
見
る
こ
と

が
出
来
る
。
山
手
に
「
少
年
の
虹
」
と
い
う
作
品
が
あ
る
。
こ
の
作

品
は
昭
和
三
三
年
一
月
二
日
か
ら
一
二
月
四
日
ま
で
『
朝
日
新
聞

ジ
ュ
ニ
ア
版
』（
朝
日
新
聞
社
）
に
連
載
さ
れ
た
子
供
向
け
時
代
小
説

で
、
賢
一
・
又
太
郎
・
弥
太
・
三
太
と
い
う
十
代
の
少
年
た
ち
が
ま

ぼ
ろ
し
組
な
る
強
盗
を
追
い
詰
め
、
最
後
は
遠
山
奉
行
が
捕
縛
す
る

と
い
う
も
の
で
、
ま
さ
に
山
手
版
「
少
年
探
偵
団
」
と
言
え
る
内
容

で
あ
る

6 
。
こ
れ
は
、
同
時
期
に
少
年
探
偵
団
も
の
で
子
供
か
ら
絶

大
な
人
気
を
博
し
て
い
た
乱
歩
か
ら
の
影
響
と
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
。

共
に
豊
島
区
に
居
を
構
え
、
そ
の
地
を
終
の
棲
家
と
し
た
探
偵
小

説
の
第
一
人
者
と
時
代
小
説
の
人
気
作
家
。
大
衆
小
説
界
を
リ
ー
ド

し
た
二
人
の
交
流
、
さ
ら
に
は
同
じ
く
豊
島
区
在
住
の
文
人
が
名
を

連
ね
た
「
豊
島
文
人
会
」
の
存
在
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
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乱
歩
の
常
識
外
れ
と
言
え
る
整
理
癖
の
産
物
で
あ
る
『
貼
雑
年
譜
』

で
あ
っ
た
。

【
註
】

１　

平
井
隆
太
郎
「
乱
歩
の
軌
跡
：
父
の
貼
雑
帖
か
ら
」（
平
成
二
〇
年
七
月
、

東
京
創
元
社
）

２　

山
手
樹
一
郎
「
あ
の
こ
と
こ
の
こ
と　
五
」（『
山
手
樹
一
郎
全
集
』
二
四
巻

月
報
、
昭
和
三
六
年
一
月
、
講
談
社
）

３　

山
手
樹
一
郎
に
関
す
る
研
究
は
現
在
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の
象

徴
が
著
作
年
譜
で
あ
っ
た
。
管
見
の
限
り
山
手
の
年
譜
は
一
三
本
あ
る
が
、
八

木
昇
「
山
手
樹
一
郎
年
譜
」（『
大
衆
文
学
大
系　

二
七
』
昭
和
四
八
年
七
月
、

講
談
社
）
は
他
の
も
の
に
比
べ
格
段
に
詳
細
な
も
の
で
、
昭
和
四
七
年
ま
で
記

載
が
あ
り
、
誤
り
や
抜
け
て
い
る
著
作
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
著
作
は
初
出

月
ま
で
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
い
く
つ
か
単
行
本
の
出
版
社
の
記
載
も
あ

る
。
初
出
月
ま
で
記
載
し
て
い
る
年
譜
は
、
先
に
は
も
ち
ろ
ん
、
後
に
も
八
木

氏
の
そ
れ
の
み
で
あ
る
。
だ
が
全
著
作
に
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
誤
り
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
山
手
樹
一
郎
最
初
の
著
作
は
、
昭
和
三
年
七

月
に
博
文
館
『
少
年
少
女
譚
海
』
に
発
表
さ
れ
た
「
大
剣
聖
荒
木
又
右
衛
門
」

と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
大
正
六
年
に
博
文
館
『
幼

年
世
界
』
に
発
表
さ
れ
た
「
鸚
鵡
の
声
」
が
山
手
樹
一
郎
最
初
の
著
作
だ
と
判

明
し
た
。
豊
島
区
に
転
居
す
る
以
前
の
著
作
は
、
こ
の
「
鸚
鵡
の
声
」
を
含
め

て
六
作
で
あ
り
、
残
り
の
六
〇
〇
以
上
の
著
作
を
豊
島
区
で
執
筆
し
た
こ
と

に
な
る
。
詳
し
く
は
拙
稿
「『
新
・
山
手
樹
一
郎
著
作
年
譜
』
お
よ
び
そ
の
製

作
過
程
」（『
立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢
』
第
一
三
号
、
立
教
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４　
『
貼
雑
年
譜
』
以
外
で
乱
歩
と
山
手
の
交
流
に
関
し
て
は
、『
大
衆
小
説
』
五

巻
十
一
号
（
昭
和
三
四
年
七
月
、
双
葉
社
）
で
う
か
が
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ

の
号
は
山
手
樹
一
郎
還
暦
記
念
号
と
題
さ
れ
、
椿
山
荘
で
の
山
手
の
還
暦

パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子
が
写
真
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
、
乱
歩
が
挨
拶

を
し
て
い
る
写
真
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
還
暦
パ
ー
テ
ィ
ー
の
乱
歩
宛
の
招
待

状
も
、
立
教
大
学
旧
江
戸
川
乱
歩
邸
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

５　

昭
和
三
〇
年
三
月
二
七
日
付
『
豊
島
新
聞
』
の
「
豊
島
文
人
会　

三
〇
日
に

大
江
戸
で
」
に
よ
る
と
、「
来
る
三
月
三
〇
日
午
後
六
時
か
ら
恒
例
の
『
豊
島

文
人
会
』
が
大
江
戸
（
池
袋
三
業
地
入
口
）
に
お
い
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
文
人

会
は
昭
和
二
七
年
大
塚
寿
々
村
に
お
い
て
第
一
回
の
産
声
を
あ
げ
て
今
日
ま

で
毎
年
行
わ
れ
て
来
た
も
の
。
発
起
人
と
し
て
は
江
戸
川
乱
歩
、
原
久
一
郎
、

三
角
寛
、
大
下
宇
陀
児
、
春
山
行
夫
、
阿
部
静
枝
、
豊
島
新
聞
社
（
社
長
竹
内

雷
男
）
の
諸
氏
。
な
お
出
席
申
込
み
の
お
方
は
本
社
ま
で
会
費
十
円
」
と
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
豊
島
文
人
会
」
が
昭
和
二
七
年
に
正
式
に
結
成
さ
れ
た

と
分
か
る
。

　
　

ま
た
「
豊
島
文
人
会
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「『
豊
島
文
人
会
』
と
池
袋
―

『
麦
畑
』
か
ら
『
ア
プ
レ
盛
り
場
』
へ
―
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
一

一
号
、
立
教
大
学
日
本
文
学
会
）
も
併
せ
て
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

６　

文
芸
評
論
家
の
石
井
冨
士
弥
氏
は
『
山
手
樹
一
郎
長
編
時
代
小
説
全
集
』
別

巻
一
（
昭
和
五
五
年
三
月
、
春
陽
堂
）
に
併
収
さ
れ
て
い
る
「
竜
虎
少
年
隊
」

に
関
し
て
、「
幕
末
の
大
江
戸
の
怪
盗
団
を
夜
警
す
る
山
手
版
〝
少
年
探
偵
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団
〟」
と
述
べ
て
い
る
。
少
年
た
ち
が
怪
盗
ふ
く
ろ
組
か
ら
江
戸
の
町
を
守
る

と
い
う
内
容
か
ら
確
か
に
そ
う
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
提

示
し
た
「
少
年
の
虹
」
は
遠
山
奉
行
が
、
乱
歩
の
少
年
探
偵
団
も
の
に
お
け
る

明
智
小
五
郎
の
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
点
で
も
「
少
年
の
虹
」

が
、
よ
り
乱
歩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

　
　

ち
な
み
に
「
少
年
の
虹
」
の
詳
細
な
初
出
年
月
は
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
判

明
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

（
立
教
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
）

（図１）

（図２）
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（図３）

（図４）
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（図５）

（図６）


